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バイオミメティクスの力－サメの皮が生み出す革新技術

滋賀学習センター客員准教授　 糟野　潤

　近年、バイオミメティクス（生物模倣技術）への注目が高まっている。その背景には、電子顕微鏡やナノテ
クノロジーの進展により、生物のもつさまざまなメカニズムが明らかになり、それを人間の技術で再現するこ
とが可能になってきたことがある。バイオミメティクス（biomimetics）とは、自然界に存在する生物・生態
系の優れた機能や構造を模倣し、それを人間の技術や社会の課題解決に役立てる学問分野である。この言葉は、
1950年代にアメリカの神経生理学者オットー・シュミットによって提唱された。「bio（生物）」+「mime（パ
ントマイム）」+「mimic（模倣）」を組み合わせた造語であり、自然の知恵を人間の技術に活かすことを目的
としている。自然界の生物や生態系は、数百万年もの長い進化を経て最適化されており、その効率性や持続可
能性には学ぶべき点が数多くある。バイオミメティクスは、そのような自然の知恵を取り入れ、人間の技術革
新に活かすことを目指している。一例として、サメの皮の構造を挙げる。
　サメは「サメ肌」と呼ばれる硬くて鋭い鱗を持っている。サメの皮を頭から尻に向けてなでると滑らかに感
じるが、逆に尻から頭に向かってなでるとザラザラしている。この鱗にぶつかった水は、鱗と鱗の間で渦を作
り出し、この渦が鱗の上を流れる水の通りをスムーズにしている。すなわち、サメ肌の鱗には、水流の乱れを
抑制して流体抵抗を低減させる効果がある。このように、流れる方向に沿って多くの溝が並んだ構造をリブレッ
トという。リブレット構造が水流の抵抗を減少させる仕組みは、例えば競泳用水着の素材に取り入れられてい
る。北京オリンピックで話題になった競泳水着は、サメ肌のように水着の表面に微細な凸凹（0.1 mm の溝）
をつけたものであり、通称「サメ肌水着」とも呼ばれている。実際、サメ肌水着は、従来の水着と比べて、水
の抵抗が7%も減少した。
　さらに、サメ肌は航空業界にも応用されている。ANA（全日本空輸）は 2024 年 9 月、微細な溝を施した
リブレット技術を機体に実装した航空機を導入した。サメ肌に着想を得た摩擦抵抗を減らすフィルム（50 μ
m程度の微細な溝をもつ）を機体表面に 2千枚程度貼ることで、年間約 250 トンの燃料消費量と約 800 トン
の二酸化炭素排出量の削減が見込まれた。また、2025 年 1 月、JAL（日本航空）は、機体表面にリブレット
形状の塗膜を施した飛行機を、世界で初めて国際線に導入することを発表した。同機を成田‐フランクフルト
線で運用した場合、年間約 119 トンの燃料消費と約 381 トンの二酸化炭素の排出削減が期待できる。これは
約27,000本のスギによる二酸化炭素の年間吸収量に相当する。
　バイオミメティクスの技術は、単なる模倣にとどまらず、自然界の知恵を深く理解し、それを現代の技術に
応用することで新たな革新を生み出している。サメの皮の構造以外にも、例えば、ハスの葉の表面構造からヒ
ントを得た防汚コーティング技術、鳥の翼の形状から学んだ風力発電機の設計など、自然界に存在するさまざ
まな優れた機能が私たちの技術に取り入れられている。これらの技術は、環境に優しく、持続可能な社会を実
現するための重要な要素となるであろう。今後もバイオミメティクスの進展によって新しいアイデアや技術が
次々と登場し、私たちの生活をより良くするとともに環境に配慮した未来を築く可能性が広がっている。

サメ皮の電子顕微鏡写真
（Wikipedia「鮫皮」より）

メンズ用競泳水着
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　本日は私たち卒業生のために、このようにすばらしい式典を挙げて頂き、
誠にありがとうございます。平井所長はじめ、ご多忙にもかかわらずご臨席賜り
ました皆様に、卒業生一同心よりお礼申し上げます。
　私達がさまざまな環境を乗り越えこの卒業という喜びのステージに立つこと
ができましたのも滋賀学習センター、平井所長をはじめ、熱意を持ってご指導
頂いた先生方、ご親切に対応くださいました事務所の皆様方、そして仲間や
友人達、暖かく支えてくれた家族のお蔭であると深く感謝申し上げます。
　私は、放送大学に1999年に入学し25年間在学してきました。その間に教
養学部６コース全てと大学院１プログラムを卒業し、歴史や教育、心理学、福祉に環境と学んできました。今回卒業
しました「情報」コースでは、私達の世代では「マスメディア」といわれる情報産業によって発信された情報を概ね
受動的に消費していましたが、第四次産業革命の真っただ中であると言われる今、「ディジタルメディア」は種類や
なじみの深さで、世代間で大きく異なってきており物心がついた頃から当たり前のようにネットを使ってきた
世代から比べ八十台半ばの世代は情報弱者・情報難民といわれる中にいます。そのような中での勉学は相当の
エネルギーを必要としました。

　学生生活では、修士論文作成時、前立腺癌の宣告を受けましたが、資料収集のため
国会図書館、大学図書館や県立・市立図書館を奔走し、論文を纏めることに頭が
一杯で癌のことを考える暇が無く癌の虜にならずに治療が終わったことは幸いで
した。今では、前立腺腫瘍マーカーも0.006と安定しています。また、隔月に東京
でのゼミに参加していた時は自衛隊の幹部、文部科学省の職員、通信社の編集
委員、高等学校の歴史教科書執筆者等現役で活動しているゼミ生と議論を交わし、
ゼミが終わった後、飲み会等で交流がはかれたことは私の大きな財産となりました。
さらに、二十年程参加しています学友会等サークル活動では会社文化の異なる

人々との交流がはかれ、リタイヤ後の私の人生は心身ともに充実し、サラリーマン時代とは全く異なったものと
なりました。今更ながら放送大学学生生活で得たものの大きさに驚き感謝しております。
　放送大学卒業式では、学長や文部科学大臣、総務大臣の祝辞で「大学での
学びの成果を社会に還元してください」とありました。今まで私が放送大学
で培ってきたものをこれから社会に還元することは難しいです。そこで、こ
れまで心身ともに充実した学生生活をおくることが出来たことに鑑み残り
の人生を健康に過ごし、健康寿命を少しでも伸ばし福祉に関する社会資本
の節減に寄与できればと考え、今後は、選科生として再入学し興味ある科目
を選択して生涯学習を続けて行きたいと思います。
　最後になりますが、放送大学のますますの発展とご臨席の皆様のご健康
とご多幸を祈念して謝辞といたします。有難うございました。
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